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2. IEEE 802.11無線LANにおける通信品質制御方法として、IEEE 802.11オプション
手順のPCF (Point Coordination Function)を活用して通信品質保証を行うためのス
ケジューリング方法の検討を行い、計算機シミュレーションによりチャネルが飽和
するまでは目標とする遅延時間等のQoS (Quality of Service)パラメータが満足さ
れていることを確認した。また、IEEE 802.11の基本アクセス手順であるCSMA/CA (C
arrier Sense Multiple Access with Collision Avoidance)のバックオフ手順にお
いて、データの優先度に応じて異なるスロットタイムを用いることにより優先制御
を実現する方法を提案した。計算機シミュレーションを用いた評価では、提案型の
優先制御方法を用いることにより、優先度の異なるデータ間で提供されるサービス
の差異化が可能であることを明らかにした。 
 
3. 自律分散型無線ネットワークにおける高信頼マルチキャストプロトコルの検討を
行い、受信端末のグループ化と前記端末グループ単位での到達確認により、マルチ
キャストデータに対する応答が短時間に集中してサービス不能に陥るという問題を
解決した。解析と計算機シミュレーションによる評価の結果、提案方式ではフレー
ム損失率0.01%以下という高信頼なマルチキャストサービスを行いつつも応答フレー
ム数を削減することで、伝送効率が25～48%改善されることを示した。 
 
4. 自律分散型無線ネットワークの車両間ネットワークへの応用を検討し、走行中の
自動車が周囲の車両と定期的な情報交換を行うための通信手段として、物理層技術
として既に提案されていたSS (Spread Spectrum)ブーメラン通信を想定し、R-ALOHA
 (Reservation ALOHA)をもとにチャネル構成とスロット予約アルゴリズムを考案し
た。計算機シミュレーションにより提案方式を評価した結果、1フレーム内に15～20
スロットを設けることで、スロット予約アルゴリズムが2フレーム以内に収束するこ
とを明らかにした。 
 
以上、本論文は分散型無線通信ネットワークのための高効率アクセス制御技術を実
現するものである。本論文の内容は、学術上、実用上ともに寄与するところが少な
くない。よって本論文は博士(情報学)の学位論文として価値あるものとして認め
る。 
 また平成27年2月19日に実施した論文内容とそれに関連した試問の結果、合格と認
めた。  
 
